




☞テーマを大切にした編集☞建築をとりまく環境の視点

建築はさまざまな社会的状況に囲まれ、環境
へのインパクトは小さいものとは言えません。
建築家が地球、都市環境に対し、どのような
アプローチをしているか、手法と技術・思想
など多面的に紹介します。

『JA』では、毎号独自のテーマを掲げ、建築
を紹介しています。建築のつくられ方、空間
の考え方、具体的な部位や素材など、話題性
と思想性の高いテーマを設定しています。

十和田市現代美術館
設計：西沢立衛建築設計事務所

JA72：
YEARBOOK 2008　建築年鑑 2008

2008 年は日本人建築家によるヨーロッパや北米など
の海外での活躍が目立ち、それらをはじめとした国
内外の 50 作品をラインナップしました。

JA73：Renovation: Beyond Metabolism
リノベーション、メタボリズム・ネクストへ

環境的な視点から、昨今注目されるリノベーション。
建築家のアプローチの試行をおりまぜながら、建築
ができていく姿を紹介した号です。

yohji	yamamoto	new	york	gansevoort	street	store
設計：石上純也建築設計事務所

那須の週末住宅　設計：野沢正光設計工房

JA69:
Roof Dynamics
屋根の可能性

空間の形成や意味の表象、そして都市風景を形づく
る重要な要素である「屋根」の今日的な可能性を紹
介しています。

☞日本の建築の今を伝える

日本を代表する著名建築家から気鋭の若手建
築家までを、リサーチやスタディの段階から追
い、作品の背後にある考え方や過程を紹介し
ます。

左：JA73　民家再生計画　設計：三分一博志+土井一秀 +呉高専	冨田研究室
右：JA67　大倉山の集合住宅　設計：妹島和世建築設計事務所

は独自の視点と取材力で、
建築界の新しい発想に鋭く迫ります。

☞ 『JA』



環境とどう向き合う
か重要なので、自然や植

物など、環境に配慮した建築
について建築家のアプローチが
知りたい。社会的な問題からで
はなく、建築の視点で紹介して

ほしい。
（23 才男性、学生）

日本の街並みがよ
くなるために、建築家が

どのように考え、どのような
事例があるのか興味がある。
例えば東京の都市の分析など
は面白いと思う。
（28 才男性、ゼネコン）

若手の建築家から、
40 代ぐらいの建築家が、どの

ようなことを考え、どんな方向へ向
かおうとしているのかが気になる。
（32 才女性、設計事務所）

海外で活躍する日
本の建築家について紹介

して欲しい。日本と海外での
違いなども知りたい。
（41才男性、設計事務所）

屋上や屋根、外壁
など外部と接する部分に

ついて特集して欲しい。外部
と関連して庭と建築の関係につ
いても気になる。
（39 才男性、組織系設計事務所）

素材の持つ雰囲
気、素材と空間の関連

性などに建築家がどのよう
に位置づけているか知りたい。
（26才女性、アトリエ系設計事
務所）

既存建築のストック
の問題などを考えると、

リノベーションやコンバージョン
の建築のこれからに興味がある。
（24 才男性、組織系設計事務所）

☞世界各国の建築家、大学、研究機関をはじめとして、世界60カ国以上で読まれています。
（2006 年実績）

         に期待するテーマアンケート（2008 年調査、日本）

・建築家の特集

・建物用途別の作品特集

・都市・環境問題

・建築素材や部位

・建築空間構成やディテール

◇アジア・オセアニア
バングラデシュ、中国、インド、インドネシア、韓国、マレーシア、パ
キスタン、フィリピン、シンガポール、タイ、香港、ヴェトナム、台湾、
マカオ、オーストラリア、パプアニューギニア、イラン、イスラエル、ヨ
ルダン、レバノン、サウジアラビア、アラブ首長国連邦、トルコ
◇ヨーロッパ・アメリカ
アメリカ合衆国、カナダ、メキシコ、ブラジル、ペルー、スリナム、オー
ストリア、ベルギー、ブルガリア、チェコ、デンマーク、フィンランド、
フランス、ドイツ、ギリシア、ハンガリー、アイスランド、アイルランド、
イタリア、オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、
スペイン、スウェーデン、スイス、イギリス、セルビア・モンテネグロ、
ロシア、キプロス、エストニア、ラトビア、リトアニア、スロベニア、ウ
クライナ、クロアチア、
◇アフリカ
エジプト、ガボン、南アフリカ

☞日本では 20 〜 40 代の建築家、建築を学ぶ学生を中心としています。

☞個人での購入率が高い雑誌です。

☞建築家の作品以外にも、読者の興味は都市・環境への関心が高まっています。

はこんな方々に読まれています。☞ 『JA』

      に期待する
声をご紹介します。  
　  はこうした声や動
向を大切にします。



企画・取材・撮影・レイアウトにいたるまでご相談ください。また、日英併記のため、日本と海外の読者へもアピールできる場です。

（2011 年 8 月作成）

　JA67　interiorlifestyle 企画広告

広告料金

表 4			   500,000 円
表 2			   450,000 円
4 色 1 頁	 	 	 400,000 円
1 色 1 頁	 	 	 200,000 円
広告料金には別途消費税が加算されます。
企画広告の料金については、下記広告部へお問い合わせください。

広告進行スケジュール

発行日	 	 	 3 月、6月、9月、12月の 10日
　↑
原稿締切日	 	 前月1日
　↑
広告申込締切日	 	 前々月25日

媒体概要

雑誌名　JA　Japan Architect
発売日　季刊（3月10日、6月10日、9月10日、12月10日）
日曜・祝日の場合は前日
定価　本体 2,381 円 +税
体裁　A4 変形判（297mm× 226mm）
発行部数　30,000 部

株式会社新建築社
〒100-6017　東京都千代田区霞が関三丁目2番 5号 霞が関ビルディング 17 階
tel. 03-6205-4380（代表）
URL. http://www.japan-architect.co.jp
広告部
tel.  03-6205-4382
fax. 03-6205-4387
e-mail: ad@japan-architect.co.jp

原稿サイズ
普通版原稿 1 頁（表 4、表 2、表 3 含む）：259mm× 196mm
断切版原稿（ブリード版）1頁：297mm× 226mm

・データ入稿の際、必ず出力見本（色見本）、データ仕様書を添付してください。

・細い線は再現できない場合があります。線の幅は 0.1mm（0.34 ポイント）以上に

　してください。

・原稿内容が社会的規約に反し、また雑誌の品位を保つことができないと判断した場合、

　その広告をお断りすることがあります。

・広告内容による名誉毀損、著作権の侵害およびその他の請求に関し、弊社は一切

　その責任を負いません。

は環境やデザインに価値を見出す企業の方々
にタイアップ広告というかたちで参加いただきたいと
考えています。

☞ 『JA』


